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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
－
孤
独
－
 

４

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
７
６
０
Ｐ

【
作
者
名
】

　
ｎ
ａ
ｏ
ｋ
ｉ
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
れ
で
、
全
て
終
わ
っ
た
・
・
・
。

「
Ａ
」
と
も
ま
た
仲
良
く
で
き
る
と
思
っ
た
。

そ
れ
は
、
現
実
に
な
っ
た
。

「
Ａ
」
と
、
登
校
を
一
緒
に
で
き
て
、
同
じ
興
味
の
あ
る
「
ゲ
ー
ム
」
や
「
ア

ニ
メ
」
の
話
が
捗
り
、
楽
し
か
っ
た
。

家
に
帰
っ
て
、
今
日
は
楽
し
か
っ
た
な
ぁ
と
思
っ
て
寝
れ
る
日
が
多
く
な
っ
た
。

そ
し
て
今
日
は
「
孤
独
」
か
ら
抜
け
だ
せ
て
良
か
っ
た
と
思
い
寝
た
の
だ
っ
た
・

・
・
。



2

（
前
書
き
）

こ
の
小
説
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
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俺
は
、
孤
独
の
底
か
ら
抜
け
出
し
、
喜
ん
で
い
た
。

そ
し
て
、
幾
つ
か
の
時
が
過
ぎ
て
、
と
う
と
う
卒
業
式
の
日
が
来
た
。

（
こ
の
学
校
で
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
な
ぁ
・
・
・
）

と
思
っ
て
い
て
、
気
が
つ
い
た
ら
卒
業
式
は
終
わ
っ
て
い
た
。

中
学
一
年
生
に
な
っ
た
。

悲
し
い
事
に
「
Ａ
」
と
は
同
じ
ク
ラ
ス
に
は
な
れ
な
か
っ
た
・
・
・
。

俺
は
、
今
ま
で
の
自
分
を
変
え
る
た
め
に
、
野
球
部
に
入
ろ
う
と
決
心
し
た
。

「
入
部
希
望
－
野
球
部
－
」

自
分
に
は
あ
っ
て
い
な
い
と
思
っ
た
が
、
と
り
あ
え
ず
入
っ
て
み
る
こ
と
に
し

た
。

野
球
部
の
入
部
希
望
者
に
は
、
驚
く
事
に
「
Ａ
」
も
居
た
の
だ
っ
た
。
イ
ジ
メ

を
し
て
き
た
人
達
も
・
・
・
。

そ
う
希
望
し
た
事
を
後
悔
す
る
事
も
知
ら
ず
に
・
・
・
。

一
年
生
の
最
初
の
頃
は
「
体
力
作
り
」
と
い
う
こ
と
で
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
定
番
で
あ
っ
た
。

「
腹
筋
」
、
「
背
筋
」
、
「
腕
立
て
伏
せ
」
と
い
う
順
番
が
何
十
セ
ッ
ト
ぐ
ら

い
と
い
う
膨
大
な
量
が
毎
日
の
定
番
で
あ
っ
た
。

必
死
に
頑
張
っ
た
。

毎
日
、
毎
日
必
死
に
頑
張
っ
た
。

い
つ
し
か
、
自
分
の
体
の
異
変
に
気
が
つ
い
た
・
・
・
。

そ
う
、
腹
筋
が
割
れ
て
い
た
の
だ
。

「
や
っ
た
ー
」

と
も
思
い
つ
つ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
毎
日
部
活
で
頑
張
っ
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
毎
日
「
２
Ｋ
ｇ
」
ぐ
ら
い
の
ダ
ン
ベ
ル
を
家
で
や
っ
た
。

あ
る
日
の
体
育
の
授
業
で
、

ク
ラ
ス
の
誰
か
に
・
・
・
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「
筋
肉
見
せ
て
。
」

と
言
わ
れ
て
、
腕
に
力
を
少
し
入
れ
て
み
た
・
・
・
。

す
る
と
・
・
・

「
お
ー
、
す
げ
ー
！
！
」

と
言
わ
れ
た
が
、
な
ん
で
だ
ろ
う
と
思
っ
て
自
分
の
腕
の
筋
肉
を
見
て
み
た
・
・

・
。

相
当
の
も
の
で
あ
っ
た
。

と
い
う
と
、
筋
肉
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

さ
す
が
に
、
自
分
で
も
す
ご
い
と
思
っ
た
。

何
日
か
日
が
た
ち
、
部
活
の
試
合
で
一
年
生
が
ベ
ン
チ
入
り
す
る
事
に
な
っ
た
。

試
合
に
は
出
れ
な
い
が
、
応
援
や
決
め
ら
れ
た
仕
事
を
や
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

大
声
を
張
り
上
げ
て
、
皆
で
先
輩
達
の
応
援
を
し
た
。

指
示
を
出
し
た
り
も
し
た
。

だ
が
、
先
輩
達
は
強
か
っ
た
の
で
指
示
な
ど
聞
か
な
く
て
も
、
動
け
た
。

こ
ん
な
、
平
穏
で
い
い
日
常
が
続
く
と
思
っ
た
・
・
・
。

そ
れ
は
夢
の
ま
た
夢
で
あ
っ
た
。

そ
う
、
ま
た
あ
の
悪
夢
が
・
・
・

「
孤
独
」
が
戻
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
・
・
・
。

そ
れ
は
、
あ
る
日
の
事
だ
っ
た
。

今
度
は
「
Ｎ
」
は
イ
ジ
メ
に
全
く
参
加
し
て
い
な
く
、

「
Ｗ
」
や
「
Ｋ
」
や
「
Ｋ
´
」
や
「
Ｉ
」
や
「
Ｏ
」
か
ら
の
イ
ジ
メ
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
な
か
に
も
・
・
・

「
Ａ
」
の
影
が
あ
っ
た
・
・
・
。

や
っ
ぱ
り
、
俺
は
│

俺
は
孤
独
だ
・
・
・
。

ま
た
、
悲
し
く
な
っ
た
・
・
・
。

（
な
ん
で
│
な
ん
で
い
つ
も
「
孤
独
」
な
ん
だ
・
・
・
。
畜
生
・
・
・
。
）

で
も
、
部
活
だ
け
は
頑
張
っ
た
。

部
活
内
で
の
イ
ジ
メ
に
も
耐
え
て
頑
張
っ
た
。
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涙
や
悲
し
み
に
こ
ら
え
な
が
ら
も
・
・
・
。

そ
の
日
の
夜
は
、
ま
た
、
「
孤
独
」
の
事
で
頭
が
一
杯
だ
っ
た
・
・
・
。

（
ま
た
孤
独
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。
つ
ら
い
・
・
・
。
悲
し
い
・
・
・
。

苦
し
い
・
・
・
。
暗
い
・
・
・
。
つ
ら
い
・
・
・
。
）

そ
う
思
う
と
さ
ら
に
、
つ
ら
く
な
っ
た
・
・
・
。

精
神
が
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
・
・
・
。

も
は
や
、
心
が
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
え
た
・
・
・
。

つ
い
に
は
こ
う
も
思
っ
た
・
・
・

（
俺
は
、
生
き
て
い
る
必
要
が
あ
る
の
か
・
・
・
。
生
き
て
い
る
理
由
が
わ
か

ら
な
い
・
・
・
。
）

こ
う
ま
で
も
思
っ
た
・
・
・
。

そ
し
て
眠
く
な
り
、
孤
独
の
底
へ
音
を
立
て
る
よ
う
に
堕
ち
て
行
っ
た
・
・
・
。

暗
く
、
冷
た
い
と
こ
ろ
へ
・
・
・
。
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（
後
書
き
）

は
じ
め
ま
し
て
な
人
は
は
じ
め
ま
し
て
な
、
ｎ
ａ
ｏ
ｋ
ｉ
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
及
び
と
あ

る
人
間
で
す
（
＾
Ｏ
＾
）
／
。

今
回
は
自
ら
の
過
去
を
小
説
に
す
る
事
を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

つ
い
で
に
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
（
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
の
方
も
や
ら
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
↓
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
．
ｃ
ｏ
ｍ
／
ｎ
ａ
ｏ

ｋ
ｉ
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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